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転落防護のヘルメット 荷役作業の 身だしなみ 
陸災防「平成29年度 安全衛生標語」荷役部門 入選作品 

平成 29年7 月 №576 
発行所 陸上貨物運送事業労働災害防止協会 

〒108-0014 東京都港区芝 5 丁目 35 番 2 号 
安全衛生総合会館内 ☎03-3455-3857 代表 

http://www.rikusai.or.jp 
（印刷物による年間購読料 3,600 円） 

みんなで築く安全職場 総力挙げて目標達成 12次防 
陸災防「第12次陸上貨物運送事業労働災害防止計画目標達成取組強化期間」（7月～12月）スローガン  

 
 

 

 

 
 

 

１ はじめに 

平成 28 年の労働災害による死亡者数のう

ちフォークリフトに起因する死亡者数は 28

人で、前年の 24 人から 4 人の増加となりまし

た。 

 中でも陸運業は、前年の 4 人から 7 人に大

幅な増加となりました。 

 また、50 歳以上の被災者の割合が 60％と前

年の 50％から増加しています。 

 

○ ○ 第12次陸運業労災防止計画目標達成取組
強化期間を実施中！ ･･････････････････････ (5)

○ ○
○ ○
○ ○

ンペーン」実施中！ ･･････････････････････ (5) ○ 労働災害発生状況 ････････････････････････ (8)

小企業無災害記録表彰 ････････････････････ (8)

ﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽﾊﾟﾚｯﾄ安全作業研修会のご案内 ･････ (6)

近年のフォークリフトによる災害発生の
特徴と問題点 ･･･････････････････････ (1)～(3)

過労死等防止対策セミナーのご案内 ････････ (7)
新しいポスターで保護帽着用の徹底を！ ････ (3)
フォークリフト荷役技能検定のご案内 ･ (4)～(5)
「ＳＴＯＰ！熱中症　クールワークキャ
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（資料：厚生労働省安全衛生部）
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２ 近年の死亡災害の特徴（全産業） 

過去 3 年間におけるフォークリフトに起因

する死亡者数は、平成 26 年 27 人、平成 27 年

24 人、平成 28 年 28 人と増減をくりかえして

います。 

 業種別には過去 3 年間の合計で見ると、製

造業が最多の 26 人（33％）で最も多く、陸運

業が 20 人（25％）で 2 番目ですが、平成 28

年は陸運業が最多の 7 人となっています。 

 事故の型別では、「墜落・転落」によるもの

が 21 人（27％）と最も多く、「はさまれ・巻

き込まれ」が 19 人（24％）、「激突され」が

17 人（22％）、「転倒」11 人（14％）の順と

なっています。 

 

３ 平成 28 年死亡災害の事故の型別問題点

（全産業 28 人） 

① 墜落・転落（11 人） 

 前年までの 5 件から 11 件に大幅に増加し

た。また、50 歳以上の高年齢労働者の被災が

8 件と激増した。 

 11件中 6 件はフォークリフトの爪の上やパ

レットの上に被災者を乗せ上昇させるいわゆ

る用途外使用による高所作業中に墜落・転落

したもので、オーターピッキングトラックか

らの墜落も 2 件あった。 

 その他は運転操作ミスが原因でフォークリ

フトとともにプラットホームからあるいは道

路下の池などに落下したものが 3 件となって

いる。 

② はさまれ・巻き込まれ（7 人） 

 7 件中 2 件は爪やマストに登って作業を行

い、誤ってティルトレバーに足が触れマスト

とヘッドガードの間にはさまれたもの。リー

チフォークやラックフォークで後進中に運転

操作ミスで自らを挟んでしまったものが 2 件。

走行中に通行者に気づかず接触した、同じく

はさんでしまったものが 2 件。さらに停車し

たフォークリフトが動き出しフォークリフト

とトラックにはさまれたものが 1 件（逸走）。 

③ 転倒（4 人） 

 4 件ともにフォークリフトが横転し、運転

者が投げ出され、フォークリフトの下敷きに

なったもの。 

 

 

 横転の原因は、 

 ㋐ 下りこう配(約 11 度)の通路を前進でし

かもスピードを出しすぎたことからバラ

ンスを崩して横転した。 

 ㋑ フォークリフトを移送トラックに積み

込む際、フォークを高く上げた状態で後

進で道板を登っていたがバランスを崩し

て転落した。 

 ㋒ 砂利道で立ち往生したフォークリフト

をトラックで牽引している際に転倒した。 

㋓ フレコンをつり上げトラックに積み込

んだが、爪が外れる前にトラックが前進

したため引っ張られ転倒した。 

④ 激突され（3 人） 

 3 人ともに 50 歳以上の高年齢労働者で、フ

ォークリフトの走行経路上に立ち入ったもの、

大型フォークリフト（13.5 トン）をバック走

行中に後方不注意により轢いたもの、長物(12

ｍのＨ鋼）を揺れて落ちないように手を添え

ながら移動していた被災者が落下したＨ鋼の

下敷きとなったもの。 

 

４ 近年のフォークリフト起因の死傷災害 

 過去 3 年間におけるフォークリフトに起因

する死傷者数は、平成 26 年 1,898 人、平成 27

年 1,890 人、平成 28 年 1,977 人と増減をくり

かえしています。 

 業種別では、過去 3 年間の合計で見ると、

陸運業が 39％で最も多く、製造業 33％、商業

15％となっています（図１）。 

 
 事故の型別では、はさまれ・巻き込まれが

40％、激突されが 26％でフォークリフトと人

の接触つまり「轢かれ」が最も多くなっていま

す（図２）。 
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安全ポスター No.72 

価格：206 円(税込) 

 

５ フォークリフト安全作業のポイント 

① 進行方向（前後左右）への安全確認 

② フォークリフトから身を乗り出さないこと 

③ 横転注意：荷の高さを低く、走行はゆっく

り、旋回は微速で慎重に、傾斜通路ではハン

ドルを切らない、シートベルトを着用して

投げ出されないようにすること 

④ 用途外使用（人の昇降、牽引、吊上げ）禁止 

⑤ フォークリフトの走行経路への立ち入り

制限 
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陸上貨物運送事業労働災害防止協会（陸災防）では、平成29年10月18日(水)、フォークリ

フト荷役技能検定試験を実施します。 

この技能検定は、フォークリフト運転技能講習修了者等を対象に、より安全で正確かつ迅速な

作業を評価・認定し、労働災害の防止に寄与することを目的とした制度です。 

多数のフォークリフト運転者の皆さまのご参加をお待ちしています。 
 

技能の程度について 

１級 フォークリフト運転技能講習修了後 5年程度のフォークリフトによる荷役作業の実務経験を有

する上級のフォークリフト運転者 

２級 フォークリフト運転技能講習修了後 3年程度のフォークリフトによる荷役作業の実務経験を有

する中級のフォークリフト運転者 
 

受検資格 

１級 フォークリフト荷役技能検定2級合格後2年以上の実務経験を有する者等（注１） 
（注１）平成 27 年度実施のフォークリフト荷役技能検定２級試験合格者及びフォークリフト認定１級制度実

技試験合格者が対象となります。 
フォークリフト認定１級制度実技試験合格者は、学科試験のみ受検できます。 

２級 フォークリフト運転技能講習修了後2年以上の実務経験を有する者（注２） 
（注２）平成 27年度及び 28年度実施のフォークリフト荷役技能検定２級試験一部合格者は、不合格となって

いる科目（学科又は実技）を受検できます。 
 

検定日 

  検定日 平成29年10月18日（水） 
 

受検申請期間 

  平成29年8月1日(火)～10月11日（水） 締切日消印有効 
 

受検会場 
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（注）愛媛は、10月18日に学科のみ実施。実技は、別日に実施予定。

平成 29年 10月 18日実施（8月 1日受付開始） 

フォークリフト荷役技能検定のご案内 
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試験科目と合格基準 

 

 

受検費用 

  １級 ḱ学科試験受験手数料 5,400円（税込） 

     ḱ実技試験受験手数料 27,000円（税込） 合計 32,400円 

  ２級 ḱ学科試験受験手数料 5,400円（税込） 

     ḱ実技試験受験手数料 21,600円（税込） 合計 27,000円 
  ※お申し込み後のキャンセル料等については、当該検定の規定によります。 

 

検定についての問合せ先 

  陸上貨物運送事業労働災害防止協会 技術管理部 

   TEL 03-3455-3857 FAX 03-3453-7561 

   MAIL ginou-kentei@rikusai.or.jp 
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陸災防では、7月1日から12月31日まで「第12次陸上貨物運送事業労働災害防止計

画目標達成取組強化期間」を実施し、災防指導員の巡回指導をはじめとして様々な取組を実

施中です。 

各企業・事業場におかれましては、労働安全衛生関係法令を遵守することはもとより、職

場の安全衛生管理体制を確立して適切に機能させるとともに、経営者と従業員が一致協力し

て自主的な安全衛生活動を継続的・効果的に展開いただきますようお願いいたします。 

実施要綱➡http://www.rikusai.or.jp/public/katsudo/kyouchou/H29_12th/H29_12th.htm 

 クールワークキャンペーン 実施中 

厚生労働省は、熱中症予防対策の徹底を図ることを目的として、関係省庁及び陸災防を含む

関係団体との連携の下、「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」を実施しております。 

 本キャンペーンは、これまで各団体において個々に実施されていた取組について相互に連携

を図り、一体的に推進することにより、事業場における熱中症防止に対する意識の向上及び責

任体制の確立を含む対策の徹底を図ることを目的としています（取組期間：平成29年５月１

日から９月30日）。 

詳細につきましては、下記①厚生労働省ホームページ、②厚生労働省作成のリーフレットを

ご覧ください。 

① http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html 

② http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/shosai.pdf 

 

 

mailto:ginou-kentei@rikusai.or.jp
http://www.rikusai.or.jp/public/katsudo/kyouchou/H29_12th/H29_12th.htm
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/shosai.pdf
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ὄЋ̸ ǲ ǠȒȹɝɈɶșƲ47

↑ ǲǭ σǞȅǠ ֓қ Ƴ 

◎ ȹɝɈɶǮǶƲὄЋǱ̓ ǲǫǋ

ǭǑ ǞǠȒǯǯȉǲƲͪ Еǵ ˺

ȉǋǦǞȅǠƳ 

◎ ɫɶɩɚɁȭȷɏɪɁɆș̓ ǠȒ˗
ǵ ƵǵǛ֓қșǑ♅ǨǞǭǋȅǠƳ 

◎ əɶɞɘɶȶǲ Ʋ σ̝ḹș
ǞȅǠǵǮƲǛ ǵǍǏƲֺ ǲǑ
Ǟ ȆǖǧǜǋƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロールボックスパレット安全作業研修会のご案内 

ロールボックスパレット安全作業研修会 

 ₳ 2 9 ₴ 7 ̊ σ 

ḹ 47 ↑ ̝ḹǶ əɶɞɘɶȶǮǛ ǖǧǜǋ  

ὑ ᴣ 50 ϼ)׀ ) 

֓қ  

ᾍ ᵣ ƲὄЋ ƲὄЋ Ʋ̸ ̑ ƲɇɧȢɎɶ ̸  

К ὦ Ū ɫɶɩɚɁȭȷɏɪɁɆǯǶ 

ū ɫɶɩɚɁȭȷɏɪɁɆ ᶦǲȏȒҥϐ ὡǵὕ ǯ ⱪ 

Ŭ ɫɶɩɚɁȭȷɏɪɁɆǲȏȒ ὡ˗͈ 

ŭ ɫɶɩɚɁȭȷɏɪɁɆǵὄЋ̸ ǵɛȢɱɆ 

 ₉  ὄЋ Ṳ 

ș ֺ ↑ ǉǭ FAX ǞǭǖǧǜǋƳ 

ʹ˓ ʹǵ֓қ ǲǶƲ ʹșʹ˓ǞǦǚǯș ǠȒ șǑ ǞǞȅǠƳ 



陸運と安全衛生 №576 平成 29 年 7 月 1 日（毎月 1 回 1 日発行）                     （7） 

 

脳・心臓疾患の労災補償状況は、業種別に見ると、請求件数、支給決定件数ともに「運輸・

郵便業」が最多であり、その中でも道路貨物運送業（業種別中分類）が最も多い状況にありま

す。また、事業用トラックによる交通事故は減少傾向にありますが、ドライバーの健康に起因

する事故は増加傾向にあり、更なる労災防止対策として、過労死等防止・健康起因事故防止対

策の推進が急務となっており、47都道府県にて「過労死等防止・健康起因事故防止対策セミナ

ー」が実施されることとなりました。 

本セミナーは、過労死等防止対策ならびに健康起因事故防止対策の具体的な取り組みについ

て、過労死事案の具体例などを踏まえながら専門家よりアドバイスを行います。是非多くの皆

さまのご参加をお待ちしています。 

受講お申込みにつきましては、各都道府県トラック協会へご連絡ください。 

主催 （公社）全日本トラック協会・各都道府県トラック協会 

          （独）労働者健康安全機構 産業保健総合支援センター 

          陸上貨物運送事業労働災害防止協会 

 
※記載のない都道府県につきましては開催日未定です。決定次第お知らせいたします。 

ᾉ ᵫ℗ ᵓ ᾉ ᵫ℗ ᵓ

岩手 7月24日(月) 大阪 9月4日(月)

宮城 11月2日(木) 兵庫 10月13日(金)

山形 9月22日(金) 奈良 10月26日(木)

茨城 10月6日(金) 鳥取 9月20日(水)

栃木 10月13日(金) 島根 9月21日(木)

群馬 10月24日(火) 岡山 10月11日(水)

千葉 9～12月に開催予定 広島 9月13日(水)

東京 11月14日(火) 山口 2月16日(金)

神奈川 2月16日(金) 徳島 1月30日(火)

新潟 1月29日(月) 香川 12月7日(木)

長野 1月17日(水) 愛媛 11月頃に開催予定

富山 8月30日(水) 高知 9月22日(金)

石川 9月15日(金) 長崎 7月6日(木)

岐阜 2月5日(月) 熊本 9月6日(水)

静岡 8月30日(水) 大分 7月25日(火)

愛知 9月6日(水) 宮崎 10月23日(月)

三重 8月28日(月) 鹿児島 10月26日(木)

滋賀 9月14日(木) 沖縄 8月30日(水)

29 ˮᵃ ♂ ♁ʾὲῴṞԍⱧᾮ ♁ЈЬЗ˔˯ᵫ℗

 

ҥ ɵβ∆ ᶦ˗ ᾍ ȹɝɈɶ 
σǵǛ К  
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                                                                            平成 29 年 6 月 7 日現在 

 
資料出所：厚生労働省 

 

                                   平成 29 年 6 月 7 日現在 

 
 

                                                                                                   平成 29 年 6 月 7 日現在 

 
(注） 上記 2表の右端の列の「その他」は、「墜落・転落」～「交通事故（その他）」以外をまとめたもの 

詳細は、陸災防ホームページ http://www.rikusai.or.jpに掲載 
 

 

死亡者数 構成比 死亡者数 構成比 増減数 増減率 死傷者数 構成比 死傷者数 構成比 増減数 増減率

(人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％)

全 産 業 328 100.0 320 100.0 8 2.5 37,225 100 36,537 100 688 1.9

製 造 業 77 23.5 68 21.3 9 13.2 8,557 23 8,542 23 15 0.2

鉱 業 5 1.5 3 0.9 2 66.7 77 0 72 0 5 6.9

建 設 業 101 30.8 101 31.6 0 0.0 4,736 13 4,739 13 -3 -0.1

交通運輸業 6 1.8 8 2.5 -2 -25.0 1,084 3 1,127 3 -43 -3.8

40 12.2 32 10.0 8 25.0 4,777 13 4,578 13 199 4.3

港湾荷役業 3 0.9 4 1.3 -1 -25.0 113 0 96 0 17 17.7

林 業 16 4.9 12 3.8 4 33.3 461 1 572 2 -111 -19.4

農業、畜産・水産業 12 3.7 10 3.1 2 20.0 764 2 766 2 -2 -0.3

第三次産業 68 20.7 82 25.6 -14 -17.1 16,656 45 16,045 44 611 3.8

平成29年1月～5月 平成28年1月～5月

[速報値]
前年比較

[速報値] [速報値] [速報値]
前年比較

平成29年1月～5月 平成28年1月～5月

合計 墜落・転落 転倒 飛来・落下 崩壊・倒壊 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

交通事故
（道路）

交通事故
（その他）

その他

全 産 業 328 86 8 16 21 34 62 60 1 40

製 造 業 77 9 1 4 5 8 27 4 0 19

建 設 業 101 44 2 7 12 6 9 14 0 7

交 通 運 輸 業 6 0 0 1 1 0 0 3 0 1

そ の 他 104 26 4 2 2 16 20 20 1 13

40 7 1 2 1 4 6 19 0 0

8 7 0 -2 -1 2 -1 3 0 0

合計 墜落・転落 転倒 激突 飛来・落下 崩壊・倒壊 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

交通事故
（道路）

交通事故
（その他）

動作の反動・

無理な動作
その他

4,777 1,380 810 350 254 140 243 553 294 4 666 83

199 37 5 -4 8 24 9 47 7 1 80 -15

項目 

業種 

業種、事故の型別死亡災害発生状況 29 1 5  

業種別労働災害発生状況  

業種、事故の型別死傷災害発生状況 29 1 5  

業種 

業種 

項目 

項目 


